
（氏） （名）

（氏） （名）

厚　　　　　千円

船　　　　　千円

厚　　　　　千円

船　　　　　千円

厚　　　　　千円

船　　　　　千円

厚　　　　　千円

船　　　　　千円

厚　　　　　千円

船　　　　　千円

厚　　　　　千円

円

㋖ 円

㋕

（氏） （名）

（氏） （名）

（氏） （名）

年 月 日

2
・
4

㋗ 円

㋕ 円

㋖
厚　　　　　千円

船　　　　　千円

厚　　　　　千円

船　　　　　千円

厚　　　　　千円

船　　　　　千円

A　C　D

船　員　保　険
厚生年金保険

◎
記
入
方
法
に
つ
い
て
は
裏
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い

。

◎
「

※

」
印
欄
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い

。

様式コード

3 2 0 3

①船舶所有者整理記号

A　C　D

正

届書コード

2 0 3
　　被保険者種別変更届

A　C　D

 ⑤
 変更後
 の種別

⑥変更年月日
 ㋓（従前の）
　　 標準報酬
　　 月　　　額

㋔

報

酬

月

額

②被保険者
　 整理番号

③個人番号（または基礎年金番号） ㋐被保険者の氏名 ④生年月日
 ㋑
 変更前
 の種別

 ㋒
 職務

2
・
4

6
・
8

昭和 5

平成 7

令和 9

6
・
8

令和　 年 船　　　　　千円

2
・
4

㋕
通貨による
ものの額

㋖
現物による
ものの額

㋗ 合　　　計

　⑦※
　標準報酬
　月　　　額

月 日

円

令和　 年

円

日 ㋕ 円

円

月

㋗

㋖

A　C　D
昭和 5

平成 7

令和 9

年 月 日

2
・
4

日

昭和 5

平成 7

令和 9

年 月

6
・
8

6
・
8

日

2
・
4

円

6
・
8

2
・
4

6
・
8

令和　 年 月

㋗ 円

厚　　　　　千円

昭和 5

平成 7

令和 9

㋗ 円

2
・
4

6
・
8

令和　 年 月年 月 日

2
・
4

㋖ 円

日 ㋕

氏　名　等

社会保険労務士記載欄

令和

（ ） －

－

届書記入の個人番号に誤りがないことを確認しました。

船舶所有者

氏　　　　 名

電話番号

住　　　 　所

所　　　長 副　所　長 課　　　長 担　当　者

〒

㋗ 円

日　提出年 月

6
・
8

 ㋘備考
　 （変更の
　 　事由）

㋖ 円

A　C　D
6
・
8

2
・
4

6
・
8

受付日付印

昭和 5

平成 7

令和 9

年 月 日

2
・
4

日 ㋕令和　 年 月 船　　　　　千円
円

届
書

送
信

送
信

送
信

送
信

送
信



（氏） （名）

（氏） （名）

（氏） （名）

（氏） （名）

（氏） （名）

船　　　　　千円

厚　　　　　千円

船　　　　　千円

厚　　　　　千円

船　　　　　千円

厚　　　　　千円

船　　　　　千円

厚　　　　　千円

船　　　　　千円

円
船　　　　　千円

厚　　　　　千円

船　　　　　千円

厚　　　　　千円

船　　　　　千円

厚　　　　　千円

船　　　　　千円

円

昭和 5

平成 7

令和 9

年 月

　　被保険者種別変更確認および標準報酬改定通知書船　員　保　険
厚生年金保険

 ㋒
 職務

 ⑤
 変更後
 の種別

⑥変更年月日
 ㋓（従前の）
　　 標準報酬
　　 月　　　額

㋔

報

酬

月

額

㋕

円

㋖ 円

㋕

㋗ 合　　　計

㋗

　

こ

の

通

知

書

の

決

定

に

不

服

が

あ

る

と

き

は

、
こ

の

決

定

が

あ

っ
た

こ

と

を

知

っ
た

日

の

翌

日

か

ら

起

算

し

て

３

か

月

以

内

に

文

書

ま

た

は

口

頭

で

社

会

保

険

審

査

官

（
地

方

厚

生

局

内

）
に

審

査

請

求

で

き

ま

す

。
ま

た

、
そ

の

決

定

に

不

服

が

あ

る

と

き

は

、
決

定

書

の

謄

本

が

送

付

さ

れ

た

日

の

翌

日

か

ら

起

算

し

て

２

か

月

以

内

に

社

会

保

険

審

査

会

（
厚

生

労

働

省

内

）
に

再

審

査

請

求

で

き

ま

す

。

　

な

お

、
こ

の

決

定

の

取

消

の

訴

え

は

、
審

査

請

求

の

決

定

（
以

下
「

決

定

」
と

い

う

。

）
を

経

た

後

で

な

い

と

、
提

起

で

き

ま

せ

ん

が

、
審

査

請

求

が

あ

っ
た

日

か

ら

２

か

月

を

経

過

し

て

も

決

定

が

な

い

と

き

や

、
こ

の

通

知

書

の

決

定

の

執

行

等

に

よ

る

著

し

い

損

害

を

避

け

る

た

め

緊

急

の

必

要

が

あ

る

と

き

、
そ

の

他

正

当

な

理

由

が

あ

る

と

き

は

、
決

定

を

経

な

く

て

も

提

起

で

き

ま

す

。
こ

の

訴

え

は

、
決

定

（
再

審

査

請

求

を

し

た

場

合

に

は

、
当

該

決

定

ま

た

は

社

会

保

険

審

査

会

の

裁

決

。
以

下

同

じ

。

）
が

あ

っ
た

こ

と

を

知

っ
た

日

か

ら

６

か

月

以

内

に

、
日

本

年

金

機

構

を

被

告

と

し

て

提

起

で

き

ま

す

。
た

だ

し

、
原

則

と

し

て

、
決

定

の

日

か

ら

１

年

を

経

過

す

る

と

訴

え

を

提

起

で

き

ま

せ

ん

。

　

こ

の

通

知

書

に

て

決

定

さ

れ

た

標

準

報

酬

な

ど

を

、
す

み

や

か

に

被

保

険

者

に

通

知

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

A　C　D 月 日

A　C　D 日

2
・
4

令和　 年

②被保険者
　 整理番号

③個人番号（または基礎年金番号） ㋐被保険者の氏名 ④生年月日
 ㋑
 変更前
 の種別

昭和 5

平成 7

令和 9

年 月 日

2
・
4

 ㋘備考
　 （変更の
　 　事由）

通貨による
ものの額 　⑦※

　標準報酬
　月　　　額

㋖
現物による
ものの額

6
・
8

2
・
4

6
・
8

6
・
8

2
・
4

6
・
8

令和　 年 月

㋗ 円

㋖

㋕ 円

円

日

A　C　D
昭和 5

平成 7

令和 9

年 月 日

2
・
4

㋖

日 ㋕
6
・
8

2
・
4

6
・
8

令和　 年 月

㋗ 円

円

A　C　D
昭和 5

平成 7

令和 9

年 月 日

2
・
4

㋖ 円

円

厚　　　　　千円

6
・
8

2
・
4

6
・
8

令和　 年 月

㋗ 円

日 ㋕

㋖ 円

6
・
8

2
・
4

6
・
8

令和　 年 月 日 ㋕ 円

厚　　　　　千円

A　C　D
昭和 5

平成 7

令和 9

年 月 日

2
・
4

㋗ 円

船　　　　　千円

厚　　　　　千円

電話番号 （ ） －

氏　　　　 名

日

様

船舶所有者 〒

　日　提出された被保険者種別変更届に基づき

 上記のとおり種別変更の確認および標準報酬の改定をしたので通知します。

令和 年 月

年

日　本　年　金　機　構　理　事　長

月

副
①船舶所有者整理記号

住　　　 　所

－

令和



 

 　　　　船員保険法第２条第３項に規定する独立行政法人等職員被保険者（国家公務員共済組合制度の長期給付が適用される場合に限る。）　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

令和　 年 月 日「

 　　　　C船　（旧船員保険法　（昭和６０年法律第３４号による改正前の船員保険法をいう。以下同じ。）　第３４条第１項第２号イ、ロ、ハの漁船）に乗り組む者　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 　　　　D船　（旧船員保険法第３４条第１項第２号イ、ロ、ハ以外の漁船）　に乗り組む者　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

のように記入してください。のように記入し、②には
「 A　　C　　D

2 3 4 」

 　　　ただし、船舶の種類が一種類の船舶所有者にあっては、①に

「
東 い ろ

」

」

 　　　　A船　（汽船または機帆船）　に乗り組む者　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1 0 のように記入してください。
」

【記入方法】

 1．　被保険者整理番号順に記入してください。

 4．　㋑および⑤は、それぞれ次の区分によって該当する数字を○印で囲んでください。

「
のように記入し、②の船舶の種類　（A、CおよびD）　は、記入する必要はありません。

 3．　③には、本人確認を行ったうえで、個人番号を記入してください。基礎年金番号を記入する場合は、基礎年金番号通知書等に記載されている１０桁の番号を左詰めで記入してください。

東D い ろ

 2．　①および②には、たとえば　「東Dいろ234」　の場合には、①には、

 9．　㋘には、種別変更の事由を記入してください。

10． 月の初日に種別変更と同時に報酬月額の変更があった場合には、この届書を提出することにより、報酬月額変更　（基準日）　届は提出する必要はありません。

 7．　㋓には、種別変更前の標準報酬月額を記入してください。

 8．　㋔には、月の初日に種別の変更と同時に報酬月額の変更があった場合に記入してください。それ以外のときは斜線で抹消してください。

 6．　⑥には、たとえば、令和４年１月１日の場合は、

 5．　㋒には、たとえば、船長、甲板員の場合は、　「船長」　、　「甲」　のように記入してください。

2

4

8

6

10 4 0


